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1.は じめ に

中高 ドイ ツ語 か ら新 高 ドイ ツ語 へ と移 りゆ くその過渡 期 の言 語状 況 と して,14世 紀 半 ば

か ら17世 紀 半 ば まで の時期 の 言語 を初 期新 高 ドイ ツ語 と設 定 され て はい るが,こ の時期 の

ドイ ツ語 に明確 で合理 性 の あ る言 語上 の諸 規則 を見 い出 すの は必 ず しも容 易 な こ とで は な

い。 そ して,書 記 法,音 韻,文 法 な ど様 々 な分野 にお いて不統 一 が見 られ る こうい った言

語状 況下 でVolksbuch(民 衆 本)と 呼 ばれ る文献 。EinkurtzweiligLesenvonDilUlen-

spiegel(テ ィル ・オ イ レン シュ ピー ゲ ル の愉 快 な いた ず ら'))"は 成 立 した。 本稿 で は,

当 時 の庶 民 層 に広 く読 まれ た とされて い る この 民衆 本 を初 期 新 高 ドイ ツ語 の一例 として取

り上 げ,そ の 中で,主 人 公DilUlenspiegelの 誕生 か ら成人,そ して遍 歴 の旅 に出 て いた

ず らを繰 り返 す よ うにな るまで のVorrede(前 書 き)～Die27.Histori(第27話)に つ

いて,こ れ を現 代 ドイ ツ語 訳 と比較 しな が ら,そ の語 法上 の問 題点 を指 摘 して行 きた い と

思 う。 なお,原 文 か ら引 用 した語 句 や文 に はその書 記 法 にか な りの不統 一 が見 られ るが,

すべ て オ リジナ ルの ま ま引用 した。 また,例 文 中の下 線及 び[]内 はすべ て筆 者 に よる

もので あ り,イ タ リックの文 は現 代語 訳 で あ る。

II.語 の形 態 と意 味

ここではまず語の音韻面 に関 して,現 代語 と比べて幹母音 に大 きな違いが見 られ る動詞

か ら見て行 くことにす る。

DastreibersoLang,[...](S.24)

Das'γ ガθ{うer∫olange,∠ 「..7(S.40)
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AlsorgeiffUlenspiegeluBdemStockundg塑 旦denForderstenbeidemHar

[...)(S.28)

DariEulenspiegelausde〃2Korbde〃zVordereninsHaay∠...ノ(S.42)

[...]and[einer]wiBtnit,waderanderbeleib,[...](S.29)

∠一.。.7,anddereinewuatenicht,wodeyandereblieろ.β.43)

[...]andwieerseinPferduffschneid[...](S.73)

(...)andwieerseinPferdaufschnitt(...)(S.78)

これ らの例文 に見 られ る動 詞treiben,greifen,bleiben,aufschneidenの 過去 形 は現代語

において は それ ぞれtrieb,griff,blieb,schnittaufと い うよ うにその幹母 音がeiか らie

あ るい はiへ と変 化 す る強 変化動 詞 なの だが,こ の文 献 にお い ては文例 に見 られ る よ うに

単 数過 去形 におい て もeiを 残 してい る。 またschneidenで は,

[...]and[er]schnitihmbalddenBauchuff[...](5.74}

1。..7andrθ γノschnittih〃zyaschdenBauchauf.β.79)

この よ うにei→iと い う現 代 語 と同様 の変 化 を示 して い る例 も見 られ る。 さ ら に,。da

luffensiehinzu(S.41)``や 。und[der]1ieffzuderKirchenhinauB(S.41)"と い った例

で はlaufenの 過 去 形 としてluffenや 現 代 語 と同 じ幹 母音 を もつlieffな どの形 態 も現

れ てお り,音 韻 面 に揺 れが生 じてい る2)。 また幹 母音 の変 化 に関 して は次 の よ うな例 も見

られ る。

DanunUlenspiegelnachseinemAnlaBruffte,[...](S.54)

、41sEulenspiegelnachseiner/gnkundigungrief,∠....1(S.233ソ

[Ulenspiegel]rufftdemandernandsprach:[...](S.72)

r6γ ノ 塑denanderenandsprach:∠...ノ(S.78ノ

ここでのrufenは 過去形で用い られているのだが,そ の形態 はruffteあ るいは語末音e

が消失 したrufftと い う形で現れてお り,現 代語のriefの ように強変化をせず語尾 にte

を付 け規則変化動詞 として変化 している。 この ように強変化動詞が規則変化動詞の ように

変化することに関連 して,

[...]unnd[der]liegeihnforderenzudemGreuenstein.(S.44)

∫...7and∠48771iefihnHachS6配oβGiebichensteinkommen.(S.60)
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[...]unnd[Ulenspiegel]botedenLoffeldemSchlackBnarrenunndsprach:

[...](S.72)

DannboterdenLoffeldernSchalksnarrenandsprach:f...ノrs.7別

これ らの文 例 のlieBeやboteは,現 代 語 のlieB(〈lassen),bot(<bieten)と は違 っ

てそれ ぞれ語 尾 にeを もってお り,こ こには規則 変化動 詞 の過去形 語 尾 一teか らの影 響 が

見 て とれ る。

さて語末 音 のeに つ いて は初期 新 高 ドイ ツ語 で は語 末 音 消 失(Apokope)と 呼 ばれ る

現 象が あ るが,こ れ は本 稿 で取 り上 げた文献 に も頻 繁 に現 れ てい る。

WennersolteeinEimermitWasserNolen,sobrachterihnhalberfol,andwaner

zweiHoltzersoltholenandazFeur,sobrachtereins.(S.35)

WennereinenEimermitWasserNolensollte,sobrachteerihnhalbvoll,and

wennerzweiStuckeHolzfursFeuerholensollte,sobrachteereinStuck.(5 .54)

DassagtendandieSiechenUlenspiegelbeigrossemGloubenzu.Daruffsagter

danneinemjetlichenbsunders:[...](S.53)

DasschworenihmdanndieSiechenmitgroperBeteuerung.Daraufsatoerzu

jedemeinzelnen:[...)(5.232)

UnddadazSpitalnungantzlerwaz,dabegerterseinesLonsvondemSpittel-

meisterandsagt,ermustaneinanderEndeilens.DagaberihmdasGeltzu

grossemDanck.(S.54)

/IZsdasSpitalnunganzleeYanddieKyankenalleheyauswarm,遮

EulenspiegelvondemSpitalmeisterseinenLohnandsue,ermasseeiligineine

andeyeLegendreisen.DαgabeyihmdasGeld〃aitgyol3emDank,∠...7(S.233ノ

これ らの文例 はいず れ も全体 が過 去時 制 で書 かれ てお り,原 文 で下線 を施 した語 にはすべ

て語 末 音 のeが 消失 して い るの だ が,最 初 の例 文 で は現 代 語 に お い てbrachteと な る

bringenの 過去 形 がbrachtの よ うに語 末 のeが 脱 落 した形 で表 示 され て い る。 この場

合,語 末 のeが な くて もbringenが 強 変化 動 詞 で あ るた め幹 母 音 のaに よって過 去形 で

あ る こ とが わか るが,そ の他 の例文 に見 られ る よ うなsagt,begertと い った規 則 変 化動

詞 の場 合,こ の語形 の みか らで は三人 称単 数現 在時制 の人 称変 化形 と区別 す るこ とがで き

ない。 この よ うな過去形 と現在形 との混 同 を避 けるた め,過 去 形 の代 わ りに完 了形 とい う

複 合時 制が特 に南 ドイ ツ を中心 に発達 して きた とす る考 え もあ る3)。

また動詞 の現在 人称 変化 形 で は,,,ichgang(=ichgehe)``,,,ichsih(=ichsehe)",
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　ichsprich(=ichspreche)",　 siesicht{=siesieht)",　 lhrsehent(=Ihrseht)",　 ihr

hon(=Ihrhabt)",。Ihrseind(=Ihrseid)",。sieseint(=siesind)``な ど が あ り,命 令 形

で は"Gang(=Geh)anGalgen(S.61)","thon(=tut)EuweranderAugauchuff(S.

34)",。Thund(=Tut)auffEuwerebeideAugen.(S.34)"と い っ た 用 例 が 見 られ る 。

次 に,現 代 語 と比 べ た 場 合 そ の 意 味 内 容 に ず れ が 生 じ て い る と 思 わ れ る 語 を 見 て み る

と,

DanunUlenspiegelfurdasGrabkammitseinenBuren,[...](S.40)

AisEulenspiegelmitseinenzweiBauernvoydasGyabkam∠ 一..1(S.57)

この文例 で は前置 詞fUrがvorの 意 味 で用 い られて い る。 これ らは どち らも語源 的 に は同

根 の語 で あ るが,。vorzehnSchilling(S.22)"の よ うに今度 はvorがfurの 意 味 で用 い ら

れ る場 合 もあ りまた,,,fureinenSchillingPfenning(S.76)"と い う例 で は現代 語 と同 じ

形 態 と意味 で用 い られ てい る。 従 って両 者 の意 味 の違 い は文脈 か ら判 断す るしか な い。 ま

た動 詞 に関 して は,。ichsetzinmeinemLand(S.76)"の よ うに 自動詞sitzenと 他動 詞

setzenが 混 同 して用 い られた り,名 詞 につい て は,"DennameruffdenHalB(S.61)"に

対 して現代 語 で は 　aufdie.Schu!ter"と な り,Ha1B「 首」 がSchulter「 肩」 の意 味 で用

い られ てい る。 !
　[...]Esistbesser,dasdickdieRapenfressen,danndassiemichhattenegssen",

[...](S.74)

　 (...JEsistbesser,daledichdieRabenressen,alsdalesiemicheressen

hdtten.``/一...ノ6S.86り

また,こ こで は同 じ主 語dieRapen(=Raben)「 カ ラ ス」 に対 してfressen「(動 物 が)

食 べ る」,essen「(人 が)食 べ る」 の両 方が使 用 され てお り,語 義 の 区別 が明 確 で あ る と

は言 えない。

次 に前 綴 り動詞 に目 を向 けて み る と,

DanndaistdieGewonheit,dazmandieKindernachderToffeindazBierhuB

tragtandSindfrolichandvertrinckendieKinderalso,[...](S.10)

denndortherrschtdieGewohnheit,dalemandieKindernachderTaufeindas

Bierhaustrdgt,sievertrinktandfyohlichist;r...ノ(S.36り
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この例 文 で は前綴 り動 詞vertrinkenがdieKinderを 目的 語 に と り,「 子 ど もの健 康 を

願 って酒 を飲 む4)」 とい うpositivな 意 味 で用 い られ て い るが,現 代 語 でvertrinkenは

「金
,時 間 な どを酒 を飲 んで 浪費 す る」,「憂 さ を晴 らす 」 な ど主 にnegativな 意味 に用

い られ るた め,ver一 の もつnegativな 意味 合 い とは異 な った使 い 方が され てい る。

[...],dazersichmitseinerBubereinitwoluBbringenmocht.(S.77)

1_7,dadeysichmitsemenStreichennichtmehreynahrenkonnte,r_ノ

(S.82)

[...],dermagmeinGemaltnitwolsehen.(S.79)

∠一_ノ,ご!eykann〃aeinGemdldenichtsθ 舵 刀.(S.&鋤

例文 中 のmocht,magは 現 代 語 で はそれ ぞれkonnte,kannと 訳 され て い るが,こ れ は

現 代 語 のvermogenと 同 じ意 味 で あ り,mogenの もつ 「可 能 」 の意 味 は現 代 語 にお い

て は前 綴 りver一 の付 加 に よ り実 現 され て い る。

Ichwont,eswareinDoctorinderArtznei,[...](S.47)

Ichwahnte,ess♂einDoktarderMedizin,r_ノ(S.63/

Und[Eulenspiegel]verwontedieLut,wieeraberuffdemSeilwoltgon.(S.16}

∠_ノand∠ α6η ゆ 毎9617塑denLeutenan,daderabermalsaufdemSeil

gehenwolle.(S.34)

こ こで はwontと い う基 礎 動 詞 と,こ れ にver一 を付加 した前 綴 り動 詞verwonteが 用 い

られて い るの だが これ らを対 比 させ て み る と,verwonteと い う前綴 り動 詞 は,基 礎 動 詞

wont(=wahnte)の 「信 じ込 む」 とい う意味 を,ver一 を付加 す る こ とに よ って 「信 じ込

ませ る(einenglaubenmachen)5)」 とい う使 役 的 な意 味 に変 化 させ た もの と考 え られ る

の で あ る。 そ して このverwahnenと い う語 は現 代 語 に は も はや見 当 た らず,anzeigen

とい う別 の表 現 が こ こで は用 い られ て い る6)。 また 前 綴 りer一 に関 して は,erkennenが

この文献 で は基 礎動 詞kennenの 形 で現 れ る ことが 多 く,逆 にerben,henkenな どはer一

を付 加 した 前綴 り動 詞ererben,erhenckenと い った形 で現 れ て い る。

III.格 の 用 法

ここで はまず動詞 とその目的語 との格関係について考 えてみる。

[...],daswilichdickoffenbarbeweisen.(S.13)
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∠_.7,daswillichdireindeutigbeweisen.(S.31ノ

この例 で,beweisenの 目的 語 と して用 い られ て い るdichは 現 代 語 で はdirと な っ て い

る。 これ はlehrenな どと同様 に,本 来 「人 」 と 「事 物」 の両 方 が4格 で あ った ものが,

現代 の言 語感 覚 の変化 に よ り 「人 」 の3格 が使 用 され るよ うに な った もの と考 え られ る

が,こ れ に対 して,

DerriifftihminseinHul3[...](5.57)

DeyyiefihninseinHaus∠...7(S.168♪

とい う例 文 で はrufenの 目的 語 が 「人 」 の3格ihmで 入 って お り,こ れ は現代 語 で は

4格 のihnと な り,beweisen,lehrenと は逆 に 「人 」 が3格 か ら4格 へ と変化 した こ と

に な る。 また,

[...]unnd[Ulenspiegel]loBtvilmerGeltzdaruB,danerdenBacker"furden

Deickhetgeben.(S.59)

∠_7and∫E%伽 頭 ㎎61710ste魏1耀 〃Gelddaraus,α ゐ θγdemBrickerfur

denTeiggegebenhatte.(S.17D)

この例 文 で文 末 の動 詞gebenは,現 代 語 訳 で は 「人」 の3格 目的語demBackerを と

るの に対 して,原 文 で はdenBackerと い う4格 目的 語 を とっ てい る。 この よう に この

文献 にお い て は3格 と4格 の使 い分 けが必 ず し も明確 で は ない よ うに思 われ るのだが,こ

うい った こ とは前置 詞 の格 支配 に も見 られ る。

EulenandMerkatzendienenmirnituffmeinenLaden.g'(S.58)

EulenandMeerkatzenkannichnichtgebraucheninmeinem」laden.(S.17の

この例 で は前置 詞句 。uffmeinenLaden"のuff(=auf)は4格 を支配 して い るが,こ の

文 章 の 場 合,前 置 詞uffは 方 向 性 を 示 し て お らず 従 っ て 前 置 詞 格 目的 語 は3格 の

meinemLadenと す るの が 自然 で あ り,現 代語 訳 で も 。inmeinemLaden"と な って い

る。 さ らに,

[...],d'astundUlenspiegelhartnebenihn[...](S.62)

r_ノ,standEulenspiegeldichtnebenihm、r_-1(5.173)
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ここで も,前 置 詞nebenは 方 向で はな く場 所 を表 して い るた め現 代 語訳 で はnebenihm

の よ うに3格 の 目的語 を とってい るの で あ る。 また,

[...]und[UlenspiegelコlegtdenholenSteinmitdemTreckzwischendieWand

anddemDoctor'uffdasBetbret.(S.46)

UnderstelltedenTopfmitdemDreckzwischendieWandanddenDoktorauf

dieBettkante.(S.61)

この例 文 中の前 置詞zwischenはlegenと 関係 して方 向 を表 して い るた めzwischenの

後 には二 つ とも4格 の 目的語 が くるはず だが,一 方 は4格 のdieWand,し か し もう一方

で は3格 のdemDoctorと な ってお り,格 支配 が 不安 定 で あ る。

以上 の ような例 は,当 時 の 印刷事 情 を考慮 に入れ る と誤植 とい う可能性 も十 分 考 え られ

るが,そ れ に して も こうい った誤植 の一・因 として,こ の時代 に は まだ格 関係 の明 確 な 区別

が 確立 して いなか った とい う こ とが言 えるの で はない だ ろ うか。

さて次 に,3格 目的語 と1格 主語 との関係 につ いて考 えて み る。

AndemandernTag,daderManuBgieng,sobegegnetihmUlenspiegel,fragtihn

andsprach:　 LieberUlenspiegel,wannwiltduzumirkumenuffdazWeckbrot?"

(S.25)

AisdeyHauswirtamnachsten2物96ausging,begegneteeyEulenspiegelandfragte:

　LieberEulenspiegel,wanewillstduwiederzumWeckbrotzumirkommen?"

(S.46リ

この文 章 で,begegnetの 主語 は1格 のUlenspiegel,3格 目的語 はihmつ ま りこの場 合

derManと な り,そ して これ に続 く文 章,,fragtihnundsprach``の 主語 には前 文 の1格

主語Ulenspiege1が 省 略 され て い る もの と考 え られ るが,そ の後 に続 く発 話 内 容 か ら

fragtの 主語 は前 文 で3格 の 目的 語 だ ったihmつ ま りderManと な り,fragtの4格 目

的語ihnはUlenspiege1で あ る こ とが わ か る。 現 代 語 訳 で は こ の関 係 を,begegnenの

1格 主語 をderHauswirt,3格 目的 語 をEulenspiegelと し,主 語 と目的語 を入 れ替 え

る こ とに よっ て明確 に表現 して い るが,こ の こ とか ら言 え るの は,begegnenと い う動 詞

の場 合,文 法 上 は3格 の 目的語 と整理 され てい る語 が 実際 には1格 の主語 の ように意識 さ

れ てい るの で はな いか とい うこ とで あ る1°)。これ と同様 の ことは次 の例 文 で も言 え る。

EsbegabsickuffeinZeit,dazerwoltreitendurchdazLunenburg.Dabekamihm
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derHertzog.Unddaersack,dazesderHertzogwas,dagedachter:[...](S.73}

Einmalbegabessich,daleEulenspiegeldurchdasLuneburgerLandritt.Da

begegneteihmderHerzog.AlsEulenspiegelsah,dal3esderHerzogwar,dachteer

r_ノ 侭Z引

こ こでbekam(<bekommen)はbegegnenと 同 じ意 味 で用 い られ て い るが,原 文 で下

線 を施 した各 文 の主語 はer(=Ulenspiege1)で あ り,そ して このerを 主語 と して こ こ に

挙 げた 引用 文 全体 が語 られ て い る もの と思 わ れ る。 そ うす る と引用 文 中 の 。Dabekam

ihmderHertzog"に つ いて も,文 法上 は1格 のderHertzogが 主 語 に な るが,実 際 に

は3格 目的語ihmの 方 が他 の文 と同様 に よ り強 く1格 の主 語 と感 じ られ て い るの で は な

いだ ろ うか 。

また,begegnenと 同様 に3格 目的語 を とる動 詞gefallenに つ いて の例 を見 て み る と,

UnddemBischoffgefielUlenspiegelsSchwanckgantzwolunndgabihmCleider

andGelt.(S.44)

DemBischofgefielenE%16η ψ 彪96ZsSchwankesehr,andergabihm」K16ゴ467and

Geld.(S.6Gリ

ここでgefiel(〈gefallen)の1格 主 語 はUlenspiegelsSchwanck,3格 目的語 はdem

Bischoffで あ る と文 法 上 は理 解 され るが,し か し1格 主 語 のUlenspiegelsSchwanck

は複 数 名詞 で あ る に もか か わ らず 動詞gefielが3人 称 複 数 の人 称 変化 を して い な い。 つ

ま りこの場 合,文 法 的 には 目的語 とされ て い る3格 のdemBischoffの 方 が む し ろ主 語

と感 じ られ て お り,そ れ 故 に1格 主 語 と して のBischoffと の整 合 性 を得 るた めgefiel

が3人 称 単 数 の人称 変 化 を した もの と考 え られ るの で あ る。

IV.動 作 と状 態 の 表 現

ここではまず,状 態 の変化 を表 す動詞werdenの 使われ方について見 てみることにす

る。

[...]and[der]wardihmfluchen.(S.28}

∠一_ノ,anderbeann,ihnzubeschimp}en.(S.42)

DawardderBischoffandalleHoflutserlachen[...](5.47}

L)a∂ 卿 朋6ηderBischofanda〃eHofleutesehyzulachen∠ 「_ノ(S.63)
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現 代 語 にお い て は不 定 詞 と共 に用 い られたwerdenは 未 来 の助 動詞 と見 な され るが,こ

れが上記 の例 文 で は 「～ し始 め る」 とい う起 動相 を表 す もの として用 い られて お り,ま た

これ と同 じ働 きは 。werden+現 在分 詞"に も見 られ11),こ の よ うにwerdenに は,あ る

状 態 へ の移行 を表 す とい う働 きが認 め られ るのだ が,そ れ で は このwerdenと,状 態 を

示すseinと の関係 を見 て みる と次 の よ うにな る。

DerBackerwazeinschimpfigMannandwazzornigandsprachinSpot:[...]

(S.58)

DerBackerwareinleichterregbarerMann,erwurdezornigandsagteimSpott:

∠_ノ(5.169)

UlenspiegelwandertindemLandumbandkamgeenUlsenindazDorff.Dawaz

erabereinBackrknecht.(S.&0)

EulenspiegelwanderteimLandumber,kamindasDorfUelzenandwurdedort

wiec!ereinBackeygeselle.(S.17の

これ らの例 で,原 文 で はいずれ もseinに よってzornig,Backerknechtと い う状 態 が表

現 され て い るの に対 し,現 代 語 で は これ を,そ の状 態 へ の変 化 とい う形 で と らえて い る。

Die25.Historisagt,wieUlenspiegeldasHertzogthumzuLuneburgverbottenwaz

[](S.73)

Die25.Historicsagt,wieEulenspiegeldasHerzogtumLuneburgverbotenwurde

∠_ノ(szg

またこの例では,原 文の状態受動が現代語では動作受動に改め られてお り,こ こで も状態

への変化 という把握がなされている。さらに,

Ganghi,sitzuffdeineigenPferd,andsowilichhinderdicksitzen[...](S.13)

Gehhin,settdickaufdeineigenesPferd,andichwillmichhinterBichsetzen

∠_7(S.31)

ここで は状 態 を表 すsitzenと,動 作 ・状態 の変化 を表 すsetzenが それ ぞれ2回 ず つ現

れて い るが,原 文 のsitzenは い ずれ も現代 語 で はsetzenを 用 い た再 帰表 現 に書 き換 え

られ,状 態 と動作 とい う見 方の違 い が こ こに見 て とれ る。 こ こで,原 文 の後 半部分 に 目を

向 けてみ る と,。hinderdichsitzen"つ ま り,,hinter+4格"と い う言 い 方が なされ て い
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る ことか ら,こ の前置 詞 。hinder"に は方向性 の意 味が あ る こ とがわ か り,こ うい った動

作 性 は次 の よ うな例 で も確認 で きる。

[...]and[er]lieff,obenuffdasTachzesitzen,[...](S.15)

∠...7,rθ 〃liefobenaufdasDachandsetztesickdorthin,r...ノ(S.32)

[...]and[Ulenspiegei]saBdawiderrider.(S.13)

1...ノandrEπ16η 蜘 ㎎ θ1/setztesichdannwieder.(S.31)

このような例か ら,sitzen「 座 っている」 といった状 態を表わす 自動詞 を用いなが らも,

実際にはその動作 に意識が向けられているとい う現象があり得 るように思われる。

さて次 に,動 作の継続 を示す表現 について見てみることにする。

Undgiengenalsozanc _ken,[...](S.29}

Sogingerssiezankend∠ 「..。 ノ(S.43)

DanunderHertzogmitseinenRuternreitenkamandieStat,[...](S.74)

・41sderHerzogmitsemenReiternandieStelleergittenkam,∠_ノ(S.79)

AlsnunderHertzogkamreiten,[...](S.76)

AlsdeyHerzogergittenkam,∠..4β81ノ

これ らの例 文 で,「 口論 す る」,「馬 に乗 る」 とい う動作 の継 続 を表 す動 詞が 原文 で は不 定

詞 で示 され てい るが,現 代 語 で は 「口論 す る」 とい う行 為 に対 して は現在分 詞 が,そ して

「馬 に乗 る」 とい う動 作 に対 して は過 去 分 詞 が そ れ ぞ れ 対 応 して い る。 これ は 。ge-

ritten"が 運 動 を表 す 動 詞(Bewegungsverb)で,reitenし た後 にkommenす る とい

う時 間 的なず れが あ る こ とか らその過去 分詞 形が 用 い られ た もので あ る と思 われ12),初 期

新 高 ドイ ツ語 にお いて も 。kommen+過 去 分 詞"が 。kommen+不 定 詞"よ り多 く現 れ

る とい う報告 もな され て い るが13),し か し現代 語 にお け る よ うな,,kommen+現 在 分 詞"

と 。kommen+過 去分 詞"と の区別 は この文例 には見 られ ない14)。

V.お わ りに

ここでは,こ れ まで取 り上 げた言語現象以外の統語上の問題点 についてい くつか触れて

お くことにする。

主 語 と動 詞 の 人 称 変 化

DanndaistdieGewonheit,dazmandieKindernachderToffeindazBierhu(3
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tragtundsindfrolichundvertrinckendieKinderalso,[...](Sユ0)

denndortheryschtdieGewohnheit,dadmandieKinderHachdeyTaufeindas

Bierhaustydgt,sievertrinktandfrohlichist;∠... .1(S.36リ

この文 章 で,daz(=daB)文 内 の主語 はmanで あ るた め,daz(=daB)文 内 のす べ て

の動詞 は現代 語 訳 の よ うに3人 称 単 数 の人 称変 化 をす る はず で あるが,原 文 で は副文 内後

半 の動 詞 がsind,vertrinckenと い う変化 を して お り,こ の こ とか ら ここで は不 定代 名詞

manが3人 称複 数 のsieと して扱 われ てい る こ とが わか る。

接 続 詞

Daswartsolangmitihm,bisdasereinwenigalterward.(Sユ5)

Daswahrtesolangemitihm,bisereinwenigalterwurde.(S.32)

WannichwoltEuchgernetwazgeben,eedasIhrschlaffengiengen,[...](S.46)

1)ennichmochteEuchgernetwasg6∂ 醜,bevorIhrschlafengeht,r...7(S.61)

[...],damitdasichwiderstarckwurd.(S.67)

ズ.。.ノ,da〃zitichwiedeystarkweyde.(S.7Zノ

ここで は従 属接続 詞das(=daB)が,bisdas,eedas,damitdasと い うよ うに他 の従 属

接 続詞 と共 に二重 に用 い られ て い る。 この場 合 のdasは 副 文 の内容 を導 い てい るだ けの

形 式的 な接続 詞 に過 ぎず,そ れ 自体 に具体 的 な意 味 は含 まれ てい ないの だが,現 代語訳 に

は こういったdaBの 用 法 は見 られ ない。

関 係 代 名 詞

[...],andichbatdickdock,dasduChunsoltstalles,dassieBernsehe.(S.35)

∠「...7andichbatdichdoch,alleszutun,wassieBernsieht.(S.54)

Ichhabdocknitsoubelgethon,dazdockHenckensOvertist.(S.74)

Ieh勿 加docknichtsSOUblesgetan,wasdesHenkensWertware!(s.79/

20GuldinandeinnuwCleid,daswarfastgut.Ichwildarumbthun,dasichsunst

ungernthat,[...](S.72)

∠...7'zwanzigGuldenandneue」Kleidung,das2Stschonsehrgut;ichwill

darumetwasmachen,wasichungerntue.β.7η

これ らの例のようにwasは,現 代語で は先行詞 なしで,あ るいはまたalles,Ublesな

どを受 ける不定関係代名詞 として用い られるが,原 文 においては中性単数の定関係代名詞
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dasが このwasの 役割 を担 って い る。

比 較

UndalsobadeteeruB,sobesteermochte.(S.15)

Undalsobadeteeraus,SOguteyesveymochte.(S.34)

接続 詞soに 伴 う形容 詞,副 詞 は現代 語 で はgutの よ うに原 級 で用 い られ るが,こ の文 献

で は そ こに最上 級 のbesteが 用 い られ てお り,ま た別 の例 で は,現 代語 の"derVordere

「前 にい る人 」"
,。derHintere「 後 ろ にい る人」"と い った原 級 形容 詞 か らの名 詞 に対 し

て原 文 で は,前 後 にい る一 人 ず つ の人 物 を指 して 。DerForderst",。DerHinderst"(S.

28)と い うよ うに最 上級 が使 用 され るな ど,こ こで は比 較表 現 の方法 に現代 語 との違 いが

見 られ る。

否 定

[...]and[Ulenspiegel]suchteinEnd,daerfrolichschlaffenmochtandihm

niemannuttat.(5.27)

DasuchteereinenOrt,woerfriedlichschlafenkonneandihmniemandetwas

tate.(S41)

この 例 で は,「 誰 も彼 に手 出 し を し な い」 とい う否 定 表 現 に対 し てnieman(=nie-

mand)とnut(=nichts)と い う二 っ の否定 を表 す語 が重 ね て用 い られ て お り,こ れ は

二 重否定 に よって肯定 の意味 を表 してい るの で はな く,否 定 の意味 を強調 す る表現 方法 な

のだが,こ れ とは逆 の現 象 が次 の例 に見 られ る。

UndniemantistsoweiB,ersolThorenauchkennen.(S.48)

NiemandistsoWeise,dal3ernichtauchTorenkennensollte.(5.64)

この例文 には,「 愚か者 を知 る必要が ないほ ど賢い人間はいない」 とい う二重否定 の意味

が含 まれているのだが,こ れに対 して原文では否定 は一度 しか行われていない。 こういっ

た ことか らも,こ の文献 における否定表現 の論理性 に不明瞭な点が見 られる。

使 用 テ ク ス ト:Lindow,Wolfgang:EinkurtzweiligLesenvonDilUlenspiege1.Nach

demDruckvon1515mit87Holzschnitten.(Reclam1687[4])

Stuttgart1966.(DurchgeseheneandbibliographischerganzteAus一
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Babe1978.}

現 代 語 訳:Sichtermann,SiegfriedH.:HermannBote.EinkurzweiligesBuch

vonTillEulenspiegelausdemLandeBraunschweig.2.Aufl.Frank-

furta.M.1981.(inseltaschenbuch336}

注:

1)こ れ は 日本 で 一 般 的 と な っ て い る 邦 訳 タ イ トル で あ る が,原 題 は 「デ ィ ル ・ウ ー レ ン シ ュ ピ ー ゲ ル の

退 屈 しの ぎ の 読 み 物 」 と な る 。

2)子 音 に お い て も,zoch(=zog),fahen(=・fangen)な ど に 子 音 交 替 が 見 ら れ る。

3)Ebert/Reichmann/Solms/Wegera:FruhneuhochdeutscheGrammatik.Tubingen1993.S.389.

4)　 AufdasWahldesKindestrinkt."Sichtermann,SiegfriedH.:HermannBote.Einkurzweiliges

BuchvonTillEulenspiegelausdemLandeBraunschweig.2.Aufl.Frankfurta.M.1981.(insel

taschenbuch336)S.30.

5}Grimm,J./Grimm,W.:DeutschesWorterbuch.33Bde.Leipzig1854-1971.{dtv5945)Bd.25.

S.2073-2074.

6)ver一 の 作 用 に 関 連 し て 次 の よ う な 例 も見 ら れ る 。,,[...],daverdingtersichfUreinenHoffjun・

gen,"(S.29)「 雇 わ れ る 」,。DerPfaffdingtihnfUreinKnecht,[...]"(S.33)「 雇 う」。

7),,[_]danerdembeckenfUrdendeickhetgeben.``と な っ て い る 版 も あ る 。Volksbiicherdes16.

Jahrhunderts.Eulenspiegel.Faust.Schildbiirger.Hrsg.vonFelixBobertag.Stuttgart1873.

(Kiirschner,DeutscheNational-LitteraturBd.25)S.42.

8)。uffmeinemladen[...]"Volksbiicherdes16.Jahrhunderts.S.42.ま た,次 の よ う な 現 代 語 訳

を つ け て い る も の も あ る 。"EulenundMeerkatzendienenmirnichtfurmeinenLaden."Steiner,G.;

EinkurzweiligLesenvonTillEulenspiegel.Berlin1955.S.80.

9)Volksbiicherdes16.Jahrhunderts.S.37で は4格 の 。dendoctor"が 用 い られ て い る 。

10)大 島 浩 英:「 初 期 新 高 ド イ ツ 語 に お け るPrafixの 用 法 に つ い て 」 ド イ ツ 文 学 語 学 研 究36号(関 西 学

院 大 学 文 学 部 ドイ ツ 文 学 科 研 究 室)1995.S.39f.

11)Ebert/Reichmann/Solms/Wegera:FruhneuhochdeutscheGrammatik.Tubingen1993.S.391,

394.

12)橋 本 文 夫:「 詳 解 ドイ ツ 大 文 法 」 三 修 社1956.S.373.

13)Ebert/Reichmann/Solms/Wegera:FriihneuhochdeutscheGrammatik.S.416.

14)SiekamindasZimmergerannt.‐Shecamerunningintotheroom./Siekamlachendindas

Zimmer.-Shecamelaughingintotheroom。 こ の 例 の よ う に,英 語 で は い ず れ も現 在 分 詞 で 表 さ れ

て い る 副 詞 が,ド イ ツ 語 で は,運 動 の 方 法 を 示 す 動 詞 の 場 合geranntの よ う に 過 去 分 詞 と な っ て 区 別

さ れ て い る。(三 好 助 三 郎:「 新 独 英 比 較 文 法 」 郁 文 堂1977.S.276)従 っ て,gerittenkommen,

getanztkommenな ど も こ れ と同 様 の 表 現 で あ る と言 え る の だ が,Duden-Grammatik(5.Aufl.Mann・

heim1995)に は,非 完 結 の 継 続 性 を 示 す 現 在 分 詞 の 例 と し て 。Erkamtanzendherein."(S.187),。Sie

kamtanzendinsZimmer.``(S.189)な ど の 例 が 挙 げ られ て お り,「kommen+運 動 を 表 す 現 在 分 詞 」 と

い う 用 法 も あ り得 る こ とが 示 さ れ て い る 。
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上 記 以 外 の 参 考 文 献

Baufeld,C.:KleinesfriihneuhochdeutschesWorterbuch.Tubingen1996.

Gotze,A.:FriihneuhochdeutschesGlossar.7.Aufl.Berlin1967.

Koller,E./Wegstein,W,/Wolf,N.R.:NeuhochdeutscherIndexzummittelhochdeutschenWort・

schatz.Stuttgart1990.

Lexer,M.:MittelhochdeutschesTaschenworterbuch.38.Aufl.Stuttgart1992.

Paul,H.:DeutschesWorterbuch.9.Aufl.Tubingen1992.

阿 部 謹 也(訳):「 テ ィ ル ・オ イ レ ン シ ュ ピー ゲ ル の 愉 快 な い た ず ら」 岩 波 書 店1990.

工 藤 康 弘 ・藤 代 幸 一:「 初 期 新 高 ドイ ツ 語 」 大 学 書 林1992.

G.ヘ ル ビ ヒ ・J.ブ ッ シ ャ(在 間 進 訳):「 現 代 ドイ ツ 文 法 」 三 修 社1982.
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